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楽しい夏まつり

びわスイーツ
緩和ケア病棟で栄養科だより

　6月9日、緩和ケア病棟より「今年はビワがたくさん取
れたので、ビワを使ったデザートを作って欲しい」との依
頼がありました。その日の午後、120個以上のビワを受け
取り、18時頃よりビワの皮むきと1回目の味付け、翌日2
回目の味付け。11日に嚥下用の「ビワゼリー」とコンポー
ト用の「クラッシュゼリー」作成、14日に食べやすいサイ
ズにカットし、お皿に盛りつけて緩和ケア病棟の患者さん
に提供しました。
　そもそも病院にビワの木があることすら知りませんでし
たが、持って来られたビワは実も大きく…まるで茂木ビ
ワ！？と思うほどの立派なビワを託されて、緊張もしました
が、楽しく作ることができました。
　ビワは皮を剥いたそばから変色するため、味付けまで
はスピード勝負でした。勤務の都合上1人での対応でしたが、他の職員が通常の業務を請け負ってくれたり、写真
を撮ってくれたりと、それぞれが何らかの形で関わることができて良い経験となりました。花壇を見る目が変わりそ
うです　(*’▽’ )
　つぎは、実がなる頃に合わせて病棟の方と色 お々話しながら、コン
ポートだけじゃなくビワを使った焼き菓子も作ってみたいなと思ってい
ます。
　　　　　　　　　　　　  　　　　  　　　調理師　坂本　隆

当院の花壇の一角にあるびわの木は、

2014年に緩和ケア病棟に入院されて

いた患者さんが種を植えて育ててい

たもの。患者さんは旅立たれました

が、2020年から実をつけ始め、病棟ス

タッフが水やりや剪定、袋かけなどの

世話を行っています。

花壇のびわの木
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びわの木と一緒に
記念撮影

飲み込みやすい
ゼリーも用意

びわのコンポート

　今年はようやく本格的な夏まつり開催、という矢先にコロナ再燃の影響で、
中止や延期を余儀なくされた病棟もありましたが、４階病棟、６階病棟、７階
緩和ケア病棟で夏の行事を開催しました。病棟スタッフの体を張った出し物や
お楽しみ企画に、患者さんも笑顔と拍手で盛り上がりました。

目隠しで気配を察知して
気配斬り(４階病棟)

涼やかなデザート
（４階・６階）

浴衣姿で夏の風物を
お届け（緩和ケア病棟）

緩和ケア病棟
8/2そうめん会

お楽しみ抽選会(４階病棟)

お玉で金魚すくい(６階病棟)

二人羽織で
熱 の々おでんを…(６階病棟)

まつりといえば射的
(６階病棟)

６階病棟
9/13夏まつり

４階病棟
8/25夏まつり

そうめんと水まんじゅう

頭の紙風船が落ちて
勝負あり！

食事支度のよう
な？手さばき
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　たたらリハビリテーション技術部では、疾患別
リハビリ教育入院を行っており、患者さんひとり
ひとりの症状に合わせて最適なリハビリを提供し
ています。
　その中でもOT（作業療法）科では、３Dプリ
ンターを導入し、ファブラボ品川＊で３Dプリン
ターコース初級・中級を受講したOT科のスタッ
フを中心にチームを立ち上げ、専門的に、必要な
患者さんに合わせて３Dプリンターを使用して自
助具を作成し、提供まで行っています。

＊ファブラボ：多様な工作機械を備えた、実験的
な市民工房のネットワーク。ファブラボ品川は作
業療法士がいるファブラボとして、３Dプリンタ
ーを使用した自助具作成の講習も行っている。

　ヒロシマ・ナガサキの原爆忌、終戦記念日と、夏になると戦争と平和につい

て考える機会が多くなります。毎年この時期にふくおか健康友の会と共同し

て病院フロアで開催している「平和写真展」には、病院職員の平和メッセー

ジコーナーを設けて平和への思いをアピールしています。また、今年はさら

に、病棟をはじめ各部署で「平和灯ろう」を作成して職場に灯しました。

患 者 さ ん の 日 常 生 活

リ ハ ビ リ 作 品 ギ ャ ラ リ ー

３Dプリンターで自助具作成

をサポート
届 け ！ 平 和 の 願 い

平和写真展のメッセージ

❶ 手指の拘縮予防のための自助具
❷ スプーンの柄を太くして握りやすくするための自助具
❸ お箸の先端がずれないようにするための自助具

入院患者さ

んがリハビリ

で作成した

大作二点。

病棟に展示

しています。

作成した自助具を患者さんに提供し、ご

好評頂いています。もし、麻痺などで日

常生活にお困りのことがありましたら、

作業療法士のスタッフが自助具等も含

めて生活のアドバイスを行いますので、

お気軽にお声かけ下さい。２Fリハビリ

テーションセンター内に自助具を展示し

ていますので、是非ご覧下さい!!


	53_v3_1_4.pdf
	53_v3_2_3.pdf

